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①   受容判断が求められない場面での情報取得行動分析  
②   受容判断が求められた場面での情報取得行動分析  
・情報統合過程  
③   受容に影響を及ぼす要因の分類  
④   情報取得後から受容評価までの情報処理過程の分析  
・情報出力過程  
⑤   受容判断における社会的影響の考察  















3 月～9 月）とそれから約 4 年が経過し震災当時よりも状況が落ち着いた平時の場面












































































なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、公表に際
しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
